
「カーボンニュートラル」とは、温室効果ガスの排出を全体で「実質ゼロ」にするということです。
「排出を全体としてゼロ」というのは、二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの「排出量」から、
森林などによる「吸収量」を差し引いて、合計を実質的にゼロにすることを意味しています。
カーボンニュートラルの達成のためには、温室効果ガスの排出量の削減・吸収作用の保全及び強化を
する必要があります。
地球温暖化の原因となる温室効果ガスの排出量の「実質ゼロ」を目指す社会「脱炭素社会」に向けて、
企業、家庭、そしてひとりひとりが身近に始められることから取り組んでいきましょう。

カーボンニュートラル・脱炭素社会実現ってなに？

～カーボンニュートラル・脱炭素社会実現に向けて～

年間節約効果　約 3,650 円
植林効果              約 4.1 本

これだけの事でも、一人一人が気を付ければ、いつか森ができます

2100 年の天気予報

出典：環境省「COOL CHOICE ウェブサイト」「2100 年 未来の天気予報」を加工して作成

年間節約効果　約 1,800 円
植林効果              約 2.4 本

年間節約効果　約 7,100 円
植林効果              約 4.9 本

年間節約効果　約 4,200 円
植林効果              約 0.5 本

エコバッグを持つ 冷房の設定温度を 1℃変える 

お風呂の残り湯を洗濯に使うシャワーの使用時間を 1 日 1 分減らす

取り組まないとどうなるのか？ 

今すぐできる！取組事例

2100 年、日本の気候がどうなっているのか…
想像することはなかなか難しいと思います。
環境省では、地球温暖化がこのまま進んだ未
来 (2100 年 ) の天気予報を作成しています。
天気予報では、気温上昇を 1.5℃以内に抑え
られなかった場合、

などが予想されています。

全国で軒並み最高気温が 40℃超え
熱中症などの熱ストレスによる年間国内死亡者 1万 5千人超
年間猛暑日予想は、東京で 60日
豪雨や強い勢力の台風などによる大きな被害
冬でも最高気温は 25℃を超え、熱中症となる人が出る可能性

家族で取り組もう！！


